
れ
る
こ
と
を
祈
っ
た
、
と
い
う
意

味
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
宝
篋
印
塔
は
、
元
々
は
山

中
の
塔
ノ
平
と
い
う
場
所
に
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
や
が
て

里
に
降
り
、
数
回
に
わ
た
り
場
所

を
変
え
な
が
ら
も
河
内
の
人
々
に

よ
っ
て
先
祖
の
遺
産
と
し
て
大
切

に
保
存
さ
れ
続
け
、
昭
和　

年
に

３６

重
福
院
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
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今
か
ら
６
７
０
年
以
上
も
昔
の

室
町
時
代
初
期
に
、
す
で
に
河
内

に
は
大
き
な
石
塔
を
建
立
す
る
経

済
力
を
も
っ
た
有
力
者
が
住
む
集

落
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
、 ま
た
宝
篋
印
塔
の
移
転
は
、 河

内
の
集
落
の
発
展
と
広
が
り
の
軌

跡
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

下
田
市
内
に
は
、
堀
ノ
内
や
茅

原
野
な
ど
に
、
中
世
の
宝
篋
印
塔

が
残
存
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
河
内
の
宝
篋
印
塔
は
大
き
さ

と
い
い
、
造
り
と
い
い
、
群
を
抜

い
た
優
品
で
す
。
み
な
さ
ん
も
是

非
、
中
世
の
人
々
の
願
い
が
込
め

ら
れ
た
こ
の
石
塔
を
ご
ら
ん
に
な
っ

て
は
い
か
が
で
す
か
。

ア
ク
セ
ス

蓮
台
寺
駅
よ
り
徒
歩　

分
１０

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
�
５
０
５
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下 
田 
市
長　

石 
井 
直 
樹

　

先
月
号
で
下
田
市
の
借
金
の
状
況

を
少
し
書
き
ま
し
た
。
も
う
少
し
市

民
の
皆
様
に
色
々
と
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
３
月
に

静
岡
県
市
町
総
室
よ
り
平
成　

年
度

１８

の
指
標
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
下

田
市
の
人
口
増
加
率
は
△
４
・
５
％

１
、 ２
４
１
人
の
減
、　

歳
以
上
の
高

６５

齢
化
率　

・
６
％
（
熱
海　

・
８
、

２８

３１

伊
東　

・
２
、
河
津　

・
６
、
南
伊

２７

３０

豆　

・
１
）、
出
生
率
が
千
人
当
た
り

３４
６
・
７
人
、
死
亡
率
が　

・
２
人
で

１２

す
。
下
田
を
含
め
賀
茂
郡
下
の
高
齢

化
が
進
み
、
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
い
く
の
が
理
解
で
き
る
数
字
で
す
。

市
の
職
員
数
は
同
じ
く
千
人
当
た
り

９
・
５
人
（
熱
海　

・
３
人
、
伊
東

１３

９
・
８
人
、
河
津　

・
３
人
、
南
伊

１０

豆　

・
１
人
）
で
す
。
市
の
収
入
額

１３
を
財
政
需
要
額
で
割
っ
て
出
す
財
政

力
指
数
は
０
・
５
６
（
熱
海
１
・
０

４
、
伊
東
０
・
８
７
、
河
津
０
・
４

３
、
南
伊
豆
０
・
３
５
）
で
下
田
は

　

市
で
最
下
位 
で 
す 
。 観
光
入
込
客
数

２３３ 
５ 
０ 
万
人
・ 
宿
泊
数
１
０
８
万
人

（
熱
海
７
３
３
万
人
・
２
９
１
万
人

伊
東
１
、 １
２
１
万
人
・
２
９
９
万

人
）
で
す
。
観
光
中
心
で
成
り
立
っ

て
い
る
市
の
現
状
を
考
え
る
と
、
財

政
力
を
強
化
す
る
一
層
の
努
力
を
市

河内の宝篋印塔

�������

 
河
内
の 
宝 ほう 
篋 

き
ょ
う 
印  
塔 

い
ん 

と
う

�
�
�
�
�
�

　

起
源
は
中
国
に
求
め
ら
れ
る
と

さ
れ
、
本
来
は 
宝 ほう 
篋 
き
ょ
う 
印  
陀  
羅  
尼 
と

い
ん 
だ 

ら 

に

い
う
お
経
を
納
め
て
い
た
塔
で
す
。

わ
が
国
で
は
石
造
り
の
宝
篋
印
塔

が
多
く
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
供
養

塔
・
墓
碑
塔
と
し
て
広
く
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　

白
み
が
か
っ
た
石
英
安
山
岩
で

造
ら
れ
て
お
り
、
高
さ
約
２
メ
ー

　

河
内
の
重
福
院
に
は
、
不
思
議

な
形
を
し
た
大
き
な
石
造
り
の
塔

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
石
塔
は
宝
篋

印
塔
と
呼
ば
れ
る
形
式
の
も
の
で
、

建
立
年
の
古
さ
と
大
き
さ
、
造
り

の
良
さ
に
よ
っ
て
静
岡
県
の
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
ル　

セ
ン
チ
の
堂
々
と
し
た
関

４０

東
式
の
宝
篋
印
塔
で
す
。
塔
身
に

は
金
剛
界
四
仏
が 
梵  
字 
で
表
さ
れ
、

ぼ
ん 
じ

台
座
に
は
次
の
よ
う
な
文
字
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

願
以 
二

此
一
善
一 

、
報
二

上
四
恩
一 

、
及
二

下
万

民
一 

、
仍
所
レ

修
、
如
レ

件

建
武
元
年

大
才
甲
戌

六
月
廿
一
日

施
主　

沙
忍

比
丘　

覚
円

大
檀
那
妙
弥
智
道

建
武
元
年
（
１
３
３
４
）
６
月　
２１

日
、
沙
忍
の
強
い
願
い
と
、
出
家

者
の
覚
円
の
協
力
、 
妙  
弥 
（
有
力

し
ゃ 
み

な
檀
家
）
智
道
の
経
済
的
負
担
に

よ
っ
て
完
成
し
た
。
こ
の
造
塔
と

い
う
善
行
に
よ
っ
て
祖
先
や
仏
を

供
養
し
、
万
民
が
安
ら
ぎ
を
得
ら

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
今

後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

明
る
い
話
題
は
『
第
３
回
・
風
の

花
祭
り
』。３
月　

日
ま
ど
が
浜
海
遊

１８

公
園
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
多
く
の
市
民
や
観
光
客

が
訪
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

『
動
物
公
園
』。
カ
バ
や
キ
リ
ン
・
ワ

ニ
・
カ
メ
・
キ
ン
メ
ダ
イ
な
ど
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
に
、
市
内
の
子
供
た
ち

や
市
民
有
志
が
手
作
り
し
た　

種
、

２１

１
万　

個
の
風
ぐ
る
ま
が
飾
り
つ
け

８４

ら
れ
ま
し
た
。
３
年
前
に
家
族
で
下

田
に
移
り
住
み
指
導
い
た
だ
い
て
い

る
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
広
井

敏
通
先
生
と
、
市
民
の
皆
様
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
、
ま
さ
に
市
民
手

作
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
市
長
と

し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

先
生
は
５
月
に
韓
国
の
都
市
か
ら
も

招
へ
い
を
受
け
、
新
都
市
宣
言
の
イ

ベ
ン
ト
で
花
の
風
ぐ
る
ま
を
披
露
す

る
と
の
事
。「
下
田
駅
か
ら
の
道
筋
に

風
ぐ
る
ま
を
飾
っ
て
ま
ど
が
浜
海
遊

公
園
へ
の
導
線
を
作
れ
た
ら
楽
し
い

で
す
ね
！
﹈
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

来
年
も
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

台座に刻まれている文字

－１３－  広報しもだ  ２００７. ４ 月号
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　平成20年4月の新構想高校開校へ向けた北高周辺の交通環境改善のプランが、地域や学校、行政等の
協働のもとまとまりました。新構想高校開校を見据えたもので実現性の高い内容になっています。

※検討会は、 北高 ・ 下田市 ・ 静岡県
 （教育委員会 ・ 土木事務所 ・ 警察） が
メンバーです。オブザーバーと
して地域の方も参加しています。

蓮
台
寺
駅

高 小
中

（仮称）ゆずりあい交通ゾーン�

歩行者を最優先する整備方針をまとめました！
○歩行者・自転車の空間を確保し、車道の空間
を狭めるように外側線を引き直す。

○歩道部分をカラー舗装する等、車のスピード
が抑制されるような道路整備をする。etc

高校生が行ってい
く交通安全活動と
連携しながら、
PTAの皆さんと地
域の皆さんがいっ
しょになって交通
安全活動に参加し、
通学のルールを見
守りましょう！

下田北高周辺の下図のエ
リアを 「 （仮称） ゆずりあい
交通ゾーン」 と位置付けま
した！

ま
ち
づ
く
り
か
わ
ら
版

ま
ち
づ
く
り
か
わ
ら
版

ま 
ち 
づ 
く 
り 
か 
わ 
ら 
版

＋

「検討会の設置」（平成18年4月）

平成19年4月から実施！

われら"見守り隊" ！
歩道を広く ！ 車道は狭く ！

皆さんと一緒にまとめました ！ 

　平成19年2月22日に、このプランを下田市長、
下田北高校校長、下田土木事務所長等へ報告し、
今後の取り組みを確認するとともに、平成19年
度以降もこのような場を継続して持つことに決
まりました。

安心・安全の通学路「ゆずりあい」プランを報告

【現状の北高周辺の交通混雑問題】
（平成17年度まちづくり会議内意見）

高校合併による今まで以上の
交通混雑への不安
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　アンケートや地域の方と意見交換会をし
ながら、北高生が自主的にルールを作成し
ました！
　最善策は送迎車を無く
し 、  公共交通機関や自転車
で通学することですが 、  や
むを得ず送迎する場合の
ルールで 「入学の手引き」 にも載っています。
例）歩行者が多い時間帯は県道には進入を

禁止する。

私たちが決めていこう ！ 
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【通学ルール】【通学ルール】【通学ルール】

【交通安全活動】【交通安全活動】【交通安全活動】 【歩きやすい道路】【歩きやすい道路】【歩きやすい道路】
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